平成１７年度　全国鐵構工業協会　青年部会連絡協議会

第3回理事会　議事録

日　時　２００５年8月6日（土）　14：00～18：00

場　所　札幌　中央区民センター
出席者　近藤（福島）、板垣（山形）、米森（石川）、安田（岡山）、山野（茨城）
　　　　　　　媚山（北海道）、齋藤（秋田）、相馬（静岡）、上柿（奈良）大井（滋賀）、元尾（長崎）、上野（栃木）、松下（愛媛）、
オブザーバー　鋼構造出版社（中藪）
議事録作成　松下（愛媛）

（司会）　安田副会長

1.開　　　会

　2.出席者の確認
　3.会 長 挨 拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　会長　近藤哲弥

　今年度の全構協事業である「工事契約の適正化について」～施工見積条件・範囲リスト～の各ファブの利用活性化に、全構協より青連協に対して強力なる協力要請があった。本リストの活用は「適正な契約と支払い条件の明確化」について対GC及び商社へのファブの武器として使用していただきたい。１１月２５日の全構協主催の全国大会までに青年部会構成員会社のリスト使用率を８０％以上とすることを目標に各ブロックの理事には率先垂範行動し、且つ構成員会社への指導をお願いしたい。
　更に今期は理事によるグループ勉強会を前期からの継続事業の外に2項目追加して行うこととした。真っ当なファブが今後生き残るため、自助努力（工数管理）、対設計事務所（施工し易い構造設計）、対GC・商社（変更・追加工事事例）、対行政（業界PR等の行政との懇談）について活動する。その活動内容について今理事会で具体的行動指針を示し、計画的に行動していきたい。
　ところで、行政関係者（首長）との懇談の席で、専門工事業者団体が行政（首長）に対して陳情を行うことの重要性についての話が出た。主張すべきは主張して業界をアピールしないと行政（首長）側も動くに動けない事情があるそうだ。各ブロック、各県で親組合と協力しながら陳情等の草の根運動を展開して、行政（首長）が地元優先発注をし易い様に行動していただきたい。
　4.各地ブロック活動報告　　《内容についてはＨＰを参照》
　
北海道ＢＣ　媚山理事より報告

　　
東北ＢＣ　齋藤理事より報告

関東ＢＣ　山野理事より報告

　　　　　　
　北陸ＢＣ　米森副会長より報告

　　　　　　
中部ＢＣ　相馬理事より報告

近畿ＢＣ　上柿理事より報告
　　　　　　　　
中国ＢＣ　安田副会長より報告

　　　　　　

　　四国ＢＣ　松下理事より報告

　　　　　　　
九州ＢＣ　元尾理事より報告

　　　　　　　

5.協　　　議

　
1） 助成金事業
助成金事業の申請が東北ブロック、中部ブロックより提出された。

協議の結果承認された。また、関東ブロックはすでに助成金事業を終了させている。

こちらも申請を受理し、承認された。（但し、総会時に予算計上された助成金額）
その他ブロックは次回理事会までに補助金事業内容を検討しておく。

また、東北ブロックの助成金事業は出張理事をなしとする。（近藤会長が出席の為）

2） 全構協主催の全国大会（１１月２５日　京都）について

全構協橋本会長より青連協幹部への出席要請があり、青連協全国理事・監事に決定。出席者の交通費の軽減を考慮して下記の通りスケジュールを変更する。

第５回理事会

平成１７年１２月１７日　　→　　平成１７年１１月２６日（全国大会翌日）

　　開催地　　松山　　　　　　　　　開催地　　京都
　　第６回理事会
平成１８年２月１８日　　　→　　平成１７年２月１８日

　　開催地　　東京　　　　　　　　　開催地　　松山
　　松山開催の出張理事会の変更は四国ブロックの都合を打診する。

　　*四国は２月松山開催（変更）で了承しました。

３）グループ活動事業　（約１５分間のグループ討議）
　　　各グループのリーダーより活動指針を発表。
1 見積条件書統一グループ　：　安田副会長より
青連協会長メーリングリストを活用し、見積条件書リストの活用状況と使用率の報告を各ブロック長、各県会長より報告していただく。
また青年部会構成員会社においては使用率８０％（１１月２５日までに）を達成できるよう活動していく。

2 工数管理グループ　：　上柿理事より
以前、全構協事業で製作された「見積積算マニュアル原価算定書」を見直す。基本路線としてはファブが使いやすい現状にあったマニュアルを提案していくことに重点を置く。まずは工数及び単価と算出根拠の見直し作業を行う。
　　　③変更・追加工事事例グループ　：　齋藤理事より
　　　　先般、北海道で開催された「Hグレード会」での追加工事についての分科会の意見のまとめを収集した。
　　　　今後は、変更・追加に伴う事例（変更・追加の工事代金をもらえた、もらえなかった）を各ブロックから具体的に報告してもらうよう依頼する。

　　　　
　　　④構造設計者関係グループ　：　米森副会長より
　　　　全国大会長崎大会前に各県会長よりいただいたアンケートを利用し、鋼構造ジャーナルに新たな企画としての連載掲載をお願いした。


その後の構造設計者とのコミュニケーションを調査し良い企画は全国に水平展開出来るように情報収集する。収集担当を全国３ブロックに分けた。

　　　⑤行政懇談グループ　：　板垣副会長より
　　　　総選挙後、若手行政マンとの懇談を企画する。

各ブロック持ち回り開催の青連協全国大会を、開催地の青年部会と行政とのパイプ作りに役立てて欲しい。次回開催の松山大会を開催地にとって行政との関係構築の呼び水に利用するモデル大会としていただきたく四国ブロックへ趣旨を説明し依頼する。

　　４）全国大会松山大会の現状報告　：　四国ブロック松下理事より報告

　　　　現在までの決定事項

　　　　開催日：平成１８年４月１５日（土）

メイン会場：「ホテル道後館」
　　　　メインテーマ：「以心電信FAB維新」

　　　　サブテーマ：～みんなでつなごう情報共有の輪～

　　　　その他年間スケジュール、当日のスケジュール、予算案、メインテーマの趣旨説明があった。

　　　　近藤会長より四国・松山と言えば、あの1000年以上もつ法隆寺修復を指揮された西岡棟梁に、1000年以上もつ和釘を依頼された土佐派鍛冶の白鷹幸伯さんがいらっしゃいますね。ご当地松山城の修復にも使用されたと聞いております。
　　　　西岡棟梁は、建物は中の構造が一番大事だ。外側の形式（意匠）を重視すると、中の構造に矛盾を生じさせる本末転倒を案じ、警笛を鳴らされた方ですよ。地震国日本の建物の本質は構造なり、和釘はその根っ子を掌っている。との話あり。
　7.閉　　　会

　　※　次回理事会

　　　　｢第４回理事会｣2005年10月1日（土）13：00～　東京にて開催。
　　　　但し、三役会・グループ会議は、10：00～13：00　に開催。

